
 

 

修士論文(要旨) 

2015 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

中国人日本語学習者の接続表現の使用状況に関する研究 

-上級レベル学習者のストーリーテリングを中心に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導 堀口純子 教授 

 

言語教育研究科 

日本語教育専攻 

213J3001 

尹寰 

 

 

 

 

 



 

 

Master’s Thesis（Abstract） 

January 2015 

 

 

 

 

 

 

 

The Use of Connective Expressions by Chinese Learners of Japanese 

:Focusing on Storytelling by Advanced Learners 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Huan Yin 

213J3001 

Master’s Program in Japanese Language Education 

Graduate School of Language Education 

J.F.Oberlin University 

Thesis Supervisor:Sumiko Horiguchi 

 

 



 

 

1．研究目的 

本研究は，中国語を母語とする日本語学習者が何かについて説明する時，複雑な内容を

聞き手に分かりやすく伝えるために，どのようにその内容を整理し，整理した内容をどの

ようにまとめ談話展開しているのだろうかという疑問を出発点としている。特に，ある程

度熟達度が高い上級日本語学習者において，その発話に文法的な誤りがない場合でも，聞

き手が話の展開に「違和感」を感じる場合があるので，聞き手にとって理解しやすい形で

説明するにはどのような談話展開が望ましいかという視点の研究が必要だと考えた。  

そこで，本研究では，中国語を母語とする上級日本語学習者にミニ映画と文字のない一

連の絵を見せ，その内容をストーリーテリングしてもらい，談話における接続表現に注目

して分析した。上級日本語学習者の談話がどのような接続表現を用いて組み立てられてい

るのか，そこにどのような特徴が見られるのか解明することを目的とした。本研究では，

「接続詞」，「接続助詞」，「その他の接続表現」を分析対象とし，これらをまとめて「接続

表現」と呼ぶ。 

 

2．先行研究 

接続表現の日中使用実態に関する研究は烏（2011），（2012），王(2009)，黄(2011)，深

川（2007）などがある。この中に，学習者の日本語の使用実態だけでなく，学習者の母語

も取り上げ，対照的に分析した研究は，王(2009)しかない。また，日中両言語の対照研究

も数多く行われているが，学習者の実際の使用実態を対象とした研究はまだ少ない。分析

対象とした学習者の数も限られているので，さらに上級レベルの学習者の発話データを収

集し分析を積み重ねていくことには意義があると考えた。 

 

3．調査概要 

３回のストーリーテリング調査をした。調査では中国人上級レベル日本語学習者（CS）

9 名を対象とし，3 名ずつストーリーテリングを行った。調査３は日本語母語話者（JS）の

協力者１人いる。CS は日本の大学院に在学中で，日本語能力試験 1 級に合格している。JS

は社会人である。調査 1 と調査 2 は中国語のミニ映画を材料として選んだが，調査 3 は文

字のない連続した絵にした。 

 

4．分析結果 

 分析結果から学習者の接続表現の使用実態として，①「て形」の多用，②逆接型の展開

における「でも」の多用，③逆接表現の重複使用が多く見られた。また，④先行研究の結

論と異なり，「で」の使用が多く，⑤書き言葉と話し言葉の混用，などの特徴も見られた。

その原因を具体的に考察し，日中接続表現における構造上の相違が不自然な文が構成され

る原因の一つであると結論付けた。また，上級レベル学習者の談話上の特徴は日本語母語

話者に類似しているところもあった。日本語学習者の談話の特徴をさらに明らかにするに

は，母語話者のデータと対照しながら分析する必要があると思われる。指導においては，

早い学習段階から，学習者に母語と日本語との構造上の違いを認識させ，より自然な表現

に気付かせるようにすることが重要である。 
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